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植 村 　敦
・
３
期
目
に
対
す
る
町
政
公
約
に
つ

い
て

質
問

生
活
交
通
対
策
の
充
実

に
つ
い
て

町
長

地
域
交
通
の
利
便
性
確

保
の
視
点
で
、
必
要
に
応
じ
町

の
施
策
の
見
直
し
等
を
図
っ
て

行
く
。

質
問

現
在
実
施
中
の
問
寒
別

地
区
デ
マ
ン
ト
試
験
運
行
と
高

齢
者
を
対
象
の
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃

助
成
事
業
の
利
用
状
況
と
課
題

は
。

町
長

今
年
度
は
問
寒
別
地
区

で
１
４
５
名
１
０
０
便
の
利
用

と
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃
助
成
は
２
４

６
名
の
登
録
で
利
用
率
は
25
％

で
利
用
率
の
低
下
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
と
考
え
る
が
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
概
ね
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　
但
し
、
距
離
間
に
よ
っ
て
自

己
負
担
の
増
額
や
チ
ケ
ッ
ト
枚

数
が
足
り
な
い
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。

質
問

地
域
防
災
体
勢
の
充
実

に
つ
い
て

町
長

災
害
に
対
す
る
備
え
や

的
確
な
状
況
判
断
を
行
え
る
よ

う
専
門
的
知
識
を
有
す
る
地
域

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し

自
主
防
災
組
織
等
の
育
成
に
も

注
力
し
た
い
。

質
問

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

防
災
備
品
庫
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
が
今
後
の
考
え
方
は
。

町
長

施
設
自
体
昭
和
48
年
に

建
築
さ
れ
た
施
設
を
利
用
し
て

い
る
。

　
付
帯
設
備
等
を
加
え
る
と
単

独
で
の
備
蓄
庫
建
設
で
は
難
し

く
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
「
ま

ち
の
拠
点
」
整
備
事
業
と
の
併

設
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

内
部
協
議
を
経
て
議
会
や
町
民

の
皆
様
に
示
し
て
行
く
。

質
問

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

と
学
校
施
設
等
の
整
備
の
考
え

斎 賀　弘 孝
・
教
育
委
員
会
議
事
録
公
開

・
地
域
の
経
済
を
回
復
さ
せ
る
た
め

に

教
育
委
員
会
議
事
録
公
開

質
問

委
員
会
会
議
録
は
結
果

の
み
で
そ
の
過
程
が
わ
か
ら
な

い
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
考
え
は
な
い
か
。
公
開
し
な

い
理
由
は
あ
る
の
か
。

教
育
長

現
在
、
令
和
３
年
度

か
ら
今
年
度
に
か
け
て
会
議
の

議
事
案
件
の
み
掲
載
し
て
い
る
。

更
な
る
事
務
事
業
の
効
率
化
を

図
り
、
職
員
体
制
を
整
え
、
可

方
を
伺
い
た
い
。

町
長

児
童
生
徒
数
の
減
少
や

校
舎
の
老
朽
化
と
と
も
に
、
今

求
め
ら
れ
て
い
る
児
童
生
徒
へ

の
資
質
・
能
力
・
学
力
の
向
上

等
に
徹
す
る
た
め
に
に
は
「
小

中
一
貫
教
育
」
が
必
要
と
考
え

公
約
に
掲
げ
た
。

教
育
長

小
中
一
体
と
な
る
９

年
間
を
見
据
え
、
中
学
校
卒
業

時
の
姿
を
教
職
員
、
保
護
者
、

地
域
住
民
と
共
有
し
一
貫
し
た

指
導
方
法
の
継
続
性
、
指
導
内

容
の
系
統
化
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
を
令

和
９
年
度
の
開
校
を
目
指
し
、

基
本
構
想
の
検
討
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
開
校
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
、
検
討
委
員
会
の

設
置
、
先
進
校
の
視
察
計
画
等

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

質
問

道
内
で
の
小
中
一
貫
教

育
の
実
施
状
況
は
ど
の
様
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

現
在
道
内
24
市
町
村

41
中
学
校
区
内
で
96
校
が
小
中

一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
れ
ら
の
学
校
で
は
教
職
員
や

児
童
生
徒
の
意
識
の
高
揚
、
学

力
の
向
上
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の

未
然
防
止
、
特
別
支
援
教
育
の

充
実
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

強
化
等
の
成
果
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た

特
色
あ
る
教
育
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

備
計
画
」
に
つ
い
て
、
町
民
の

利
便
性
向
上
や
憩
い
の
場
と
し

て
の
機
能
を
重
視
し
つ
つ
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お
い

て
、
ま
ち
の
活
気
や
賑
わ
い
創

出
に
資
す
る
拠
点
と
す
る
こ
と

を
念
頭
に
整
備
方
針
案
の
具
体

化
を
進
め
て
い
く
。

　
次
に
「
新
産
業
の
創
出
と
企

業
誘
致
の
促
進
」
に
つ
い
て
は
、

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
を

誘
致
し
て
以
来
、
関
連
研
究
所

の
誘
致
、
工
事
発
注
や
地
元
雇

用
及
び
町
内
消
費
拡
大
等
に
よ

り
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
ま
ち
の
研
究

所
と
し
て
定
着
が
図
ら
れ
て
い

る
。
幌
延
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

及
び
研
究
成
果
が
国
内
外
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
そ
の
成
果
が
最
大
化
さ
れ

る
よ
う
、
三
者
協
定
順
守
を
大

前
提
に
幌
延
深
地
層
研
究
の
推

進
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
協
力

と
支
援
を
し
て
い
く
。

　
最
後
の
「
雇
用
対
策
・
消
費

者
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
少
子

高
齢
化
、
情
報
化
社
会
の
進
展
、

多
種
多
様
な
形
で
の
社
会
参
画

推
進
に
就
業
ニ
ー
ズ
が
細
分
化

す
る
一
方
で
、
過
疎
化
の
進
行

に
よ
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
が
顕
在
化
す
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
状
況
に

対
応
し
た
社
会
環
境
を
整
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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